（４）　身体障害者福祉協会
増加する身体障害
　昭和２４年１２月２６日身体障害者福祉法が制定された。当時は戦争の落とし子のように、身体障害者が多
者数
くあり、この救済措置としていち早く法律の制定が行われたが、高度成長のあおりを受けて起きる産業災害、交通災害、また医学の進歩によって障害を残したまま余命を長らえた人など、身体に障害のある人の数は多くなるばかりである。鳥取県における身体障害者の数は、昭和５０年３月現在で１４,９３０人で、４２年の１０,８４２人に比較して４,０８８人増加している。羽合町においても４４年の１２６人に対し５０年３月は２３９人と１１３人増となっていて、高度成長を続けた日本の姿と裏腹に、社会の片隅で不安な生活を営む人々の多くあることを忘れてはならない。
身障者に対する福
　こうした人々の福祉行政も近年とみに充実されて、各郡市の福祉事務所には、身体障害者福祉司が配置され

祉行政
て障害者の各種相談に応じたり、町村によっては身体障害者相談員、同家庭奉仕員を配置して身障者の面倒をみるなどの措置が講じられている。また福祉施策として厚生医療の給付、補装具の支給、重度身障者に対する医療費の無料化、厚生訓練費の支給、日常生活用具の給付や貸与、在宅重症心身障害児の訪問指導、テレビの放送受信料の全・半額免除、世帯厚生資金の貸付制度など、きめ細い行政が行われている。
身体障害者福祉協
　こうしたなかにあって、各市町村にはそれぞれ身体障害者福祉協会が関係者の間でつくられているが、羽合
会の結成
町でも町村合併以前からあったものが統合して一本化し、現在「羽合町身体障害者福祉協会」があり、会員１６７名となっている。この協会のおもな事業は、毎年温泉で行う定期総会のほか、婦人、青年部の研修会、県や全国の身障者大会参加、身障者体育大会の県大会、全国大会の参加、身障者製作品参考作品展示会出品などであるが、とくに近年盛会となりつつある身障者体育大会では、昭和４７年度に羽合町から西村喜好が水泳２５ｍ平泳で優勝し、走巾跳で３位という好成績を上げた。また続いて４８年度には木村登が水泳２０ｍで優勝、砲丸投で２位という連続優勝の記録をたてたことは非常に珍しいケースといえよう。

　この福祉協会を運営するには町の補助金と会費をもって充てており、会員相互の意志の疎通した活動が続けられている。
